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故
・
竹
井
さ
ん
裁
判

　
国
は
ア
ス
ベ
ス
ト
原
因
を
認
め
ろ

　
新
　
任

　
退
　
任
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国
労
組
合
員
で
あ
っ
た
、
故
竹
井
豊
さ
ん
（
元

大
井
工
場
・
元
川
崎
発
電
所
）
は
、
二
〇
一
一
年

八
月
一
七
日
の
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
検
診
で
異

常
陰
影
を
指
摘
さ
れ
た
。
八
月
二
六
日
に
Ｊ
Ｒ
東

京
総
合
病
院
で
肺
が
ん
と
診
断
さ
れ
闘
病
生
活
を

送
っ
て
い
た
も
の
の
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
に

五
四
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。

　

ご
遺
族
が
、
死
亡
原
因
が
業
務
中
に
ば
く
露
し

た
石
綿
に
よ
る
も
の
か
否
か
を
、
二
〇
一
六
年
に

国
を
相
手
に
提
訴
し
た
。
二
〇
一
八
年
一
月
に
敗

訴
・
高
裁
に
上
告
を
行
い
引
き
続
き
争
っ
て
き

た
。
こ
の
間
、
東
京
地
本
は
、
神
奈
川
地
区
本
部

を
中
心
に
全
面
支
援
を
行
い
、
裁
判
闘
争
を
闘
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
東
京
高
裁
か
ら
、
一
一
月

二
一
日
に
ま
た
し
て
も
上
告
棄
却
の
不
当
判
決

が
出
さ
れ
た
。

　

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
は
世
界
的
問
題
に
な

っ
て
い
て
、
安
全
対
策
も
不
十
分
な
ま
ま
大
量

の
石
綿
の
製
造
と
使
用
を
続
け
て
き
た
企
業

と
、
危
険
性
を
認
識
し
な
が
ら
長
期
に
渡
っ
て

使
用
を
容
認
し
て
き
た
政
府
の
責
任
は
重
大
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
認
定
基

準
の
改
悪
は
、
政
府
責
任
を
反
故
に
す
る
も
の

で
あ
り
、
断
じ
て
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

今
後
、
闘
い
の
舞
台
は
最
高
裁
に
移
る
が
、

東
京
地
本
及
び
、
神
奈
川
地
区
本
部
が
中
心
と

な
っ
て
闘
い
を
進
め
て
い
く
の
で
、
各
級
機
関
・

各
組
合
員
の
支
援
を
要
請
す
る
。

　

ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
は
、
時
間
が
経
過
し

て
か
ら
発
症
す
る
問
題
で
あ
り
、
定
年
後
の
健
康

問
題
も
含
め
、
重
要
な
取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

現
在
鉄
道
退
職
者
会
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
各
組
合
員
の
積
極
的
な
協
力
を
お
願
い
す
る
。 

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

国
労
東
京
海
釣
り
大
会

東
京
湾
に
歓
声
続
く

　

東
京
地
方
本
部
は
、
一
一
月
四
日
に
恒
例
の

海
釣
り
大
会
を
開
催
し
た
。

　

朝
六
時
三
〇 

分
に
浜
川
崎
の
船
宿
つ
り
幸
に

集
合
し
、
す
ぐ
に
出
船
。
川
崎
の
工
業
地
帯
の

運
河
を
抜
け
、
本
牧
埠
頭
の
す
ぐ
前
で
海
釣
り

開
始
。
し
か
し
、
思
っ
た
ほ
ど
の
当
た
り
が
こ

な
い
の
で
、
場
所
を
移
動
し
、
横
須
賀
沖
で
再

び
竿
を
下
ろ
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
、
つ
り
糸
を

お
ろ
せ
ば
中
型
の
ア
ジ
が
す
ぐ
に
か
か
る
入
れ

食
い
状
態
。
持
っ
て
帰
る
の
が
大
変
な
位
に
な

っ
て
き
て
、
徐
々
に
天
候
が
悪
化
し
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
少
し
早
め
に
つ
り
幸
に
戻
り
、
お

互
い
の
健
闘
を
称
え
あ
っ
て
解
散
と
な
っ
た
。

　

役
員
改
選
の
お
知
ら
せ

　

九
月
に
行
わ
れ
た
第
六
九
回 

地
方
大
会
に
お
い

て
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
掲
載
が
遅

れ
ま
し
た
が
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
退
任
さ

れ
た
役
員
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

東
京
湾
に
歓
声
続
く

東
京
湾
に
歓
声
続
く

東
京
湾
に
歓
声
続
く

東
京
湾
に
歓
声
続
く

東
京
湾
に
歓
声
続
く

東
京
湾
に
歓
声
続
く

東
京
湾
に
歓
声
続
く

東
京
湾
に
歓
声
続
く

東
京
湾
に
歓
声
続
く

東
京
湾
に
歓
声
続
く

東
京
湾
に
歓
声
続
く

東
京
湾
に
歓
声
続
く

東
京
湾
に
歓
声
続
く



    

  

不
当
解
雇
を
許
さ
な
い

　
　
F
A

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
闘
争
団

・ 春闘標語コンクール

八
王
子
地
区
本
部

　
　

平
成
採
用
者
交
流
会
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号
・
営
業
両
方
に
入
る
Ｂ
番
の
三
人
の
泊
り
勤

務
。
全
部
や
る
と
大
変
な
の
で
、
二
つ
し
か
さ
せ

な
い
事
に
し
て
い
る
」（
駅
）、「
七
月 

に
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
に
委
託
に
な
っ
た
。
列
車
運
行
業
務
に
対
す
る

意
識
が
低
い
。
営
業
特
化
の
子
会
社
で
も
必
要
な

知
識
の
は
ず
。
ダ
イ
ヤ
の
見
方
が
分
か
ら
な
い
社

員
が
多
い
。
旗
の
持
ち
方
も
分
か
ら
な
い
」（
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
駅
）、「
見
張
り
員
教
育
で
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
駅

と
本
体
駅
の
設
備
の
違
い
、
要
員
の
違
い
（
大
半

が
一
人
勤
務
）
を
考
え
な
い
一
律
的
な
指
導
」（
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
駅
）、「
後
輩
に
教
え
る
事
は
多
い
が
、
教

え
る
余
裕
が
無
い
」（
保
線
）、「
病
気
か
ら
復
帰

し
て
、
す
ぐ
に
バ
リ
バ
リ
仕
事
を
す
る
。
自
分
の

命
を
削
っ
て
ま
で
仕
事
を
す
る
状
態
。
本
人
は
窓

際
族
的
な
扱
い
を
さ
れ
る
の
は
い
や
だ
と
い
う
」

（
駅
）、「
育
児
や
介
護
な
ど
で
、
行
路
が
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
は
い
い
が
、
そ
れ
以
外
の
社

員
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
」（
車
掌
）、「
会
社
の
や

　

八
王
子
地
区
本
部
は
、
一
一
月
一
一
日
〜
一
二

日
に
平
成
採
用
者
組
織
対
策
交
流
会
を
石
和
温
泉

に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
Ｊ
Ｒ
採
用
の
組
合
員
に
、
国

労
の
伝
統
で
あ
る
学
習
と
交
流
、
そ
し
て
職
場
で

の
実
践
を
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
、
国
鉄
採
用
組
と

Ｊ
Ｒ
採
用
組
合
員
合
同
の
学
習
交
流
会
を
開
催
し
、

職
場
実
態
の
突
き
合
わ
せ
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
問

題
意
識
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

交
流
会
で
は
、
佐
藤
さ
ん
（
三
鷹
保
線
技
セ
）

か
ら
職
場
報
告
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
中
心
に
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
報
告
が
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
「
見
習

い
が
無
い
。
新
採
が
配
属
さ
れ
れ
ば
、
す
ぐ
に
一

人
前
の
扱
い
」（
保
線
）、「
機
動
班
の
人
手
が
足

り
な
い
。
他
の
班
で
た
ま
た
ま
手
す
き
の
社
員
が

応
援
に
入
る
が
、
そ
れ
で
は
人
が
い
な
い
時
は
、

と
言
っ
た
ら
『
調
整
し
ま
す
』
で
終
わ
り
」（
車

セ
）、「
勤
務
が
信
号
担
当
、
出
改
札
の
Ａ
番
、
信

り
方
に
疑
問
を
持
つ
の
は
国
鉄
組
。
Ｊ
Ｒ
採
用
組

は
、
疑
問
を
持
た
な
い
」（
車
セ
）
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
実
態
や
取
組
み
の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

交
流
会
で
は
、
組
織
拡
大
と
あ
わ
せ
、
運
動
を

引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
今
後
も
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
く
事
を
確
認
し
終
了

し
た
。

国労東京 法律相談

　　　　１４時 ～16時（一回３０分）
毎月第ニ水曜日（8 月は除く）

★初回無料・要予約★
労働相談・相続・交通事故

　

集
会
で
は
、
全
国
一
般
・
全
労
働
者
組
合
・
池

田
さ
ん
か
ら
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
に
よ
る
、
国

籍
差
別
を
許
さ
な
い
。
こ
の
デ
モ
を
皮
切
り
に
改

め
て
頑
張
っ
て
い
く
」、
全
労
協
・
渡
邉
議
長
か

ら
は
「
外
国
人
労
働
者
を
、
労
働
力
と
し
か
見
な

い
政
府
の
や
り
か
た
を
許
さ
な
い
。
私
た
ち
は
人

間
だ
」、支
援
し
て
い
る
荒
木
弁
護
士
か
ら
は
「
理

屈
を
こ
ね
れ
ば
勝
て
る
訳
で
は
な
い
。
裁
判
所
の

外
か
ら
、
追
い
込
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
の
あ
い

さ
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
さ
れ
た
。
当
該
の
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
分
会
か
ら
は
「
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
て
こ

こ
ま
で
来
た
。
皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
め
て

勝
利
し
た
い
。
働
き
や
す
い
国
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

集
会
後
、
銀
座
の
街
で
デ
モ
が
行
わ
れ
、
街
頭

の
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
て
き
た
。

　

全
国
一
般
・
全
労
働
者
組
合
・
Ｆ
Ａ
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
闘
争
団
は
、
一
一
月
二
日
に
日
比
谷
公
園
か

も
め
の
広
場
に
お
い
て
、
不
当
解
雇
撤
回
・
勝
利

判
決
・
現
職
復
帰
銀
座
デ
モ
を
行
い
、
五
〇
〇
名

が
結
集
し
た
。
国
労
東
京
も
こ
れ
に
連
帯
し
、
多

く
の
組
合
員
が
参
加
、
不
当
解
雇
撤
回
を
訴
え
た
。

　

こ
れ
は
、
元
々
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
航
空
と
し
て
、
成
田
を
ベ
ー
ス
に
乗
務
し
て
い

た
日
本
人
客
室
乗
務
員
が
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

へ
の
会
社
合
併
、成
田
ベ
ー
ス
の
閉
鎖（
二
〇
一
六

年
）
に
伴
い
、
強
制
解
雇
さ
れ
た
も
の
。
企
業
の

海
外
進
出
、
方
針
変
更
で
の
国
外
で
簡
単
に
解
雇

さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
の
場

面
で
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
を
許
し
て 

い

て
は
、
労
働
者
の
使
い
捨
て
を
認
め
る
事
に
な

り
、
国
労
東
京
も
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

募  集  中！

締め切り・1 月末

・ 加入呼びかけポスター

積極的な応募を！緊急の相談は連絡をください


